
妙
本
寺
本
『
曽
我
物
語
』
の
「
是
」
字
の
用
法
と
そ
の
訓
と
に
つ
い
て

一
、
は
じ
め
に

抄
本
寺
本
r
曽
我
物
語
」
は
、
天
文
十
五
年
二
五
四
六
）
日
蓮
宗
僧
自
助

の
書
写
に
よ
る
真
名
本
で
、
本
文
に
は
朱
墨
の
訓
点
が
詳
密
に
付
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
訓
点
を
手
が
か
り
に
す
る
と
、
「
是
」
字
に
墨
仮
名
点
の
「
ク
」
、

朱
点
の
ヲ
コ
ト
点
「
て
」
を
付
し
て
、
或
い
は
朱
点
「
て
」
の
み
を
付
し
て

（

1

Y

「
カ
ク
テ
」
と
訓
ず
る
も
の
と
み
ら
れ
る
用
例
が
存
す
る
。
そ
の
用
例
数
は

「
是
」
字
全
罰
例
中
3
9
例
存
す
態

・
畢
金
石
殿
一
助
軋
J
僕
へ
ポ
レ
仕
訂
見
せ
夢
々
不
レ
可
レ
有
二
疎
署
の

義
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
①
一
二
オ
3
）

・
平
治
合
戦
時
「
モ
」
生
面
争
御
輿
。
ソ
」
A
圭
で
戒
に
御
在
「
セ
ー
聾
雪
と
も

の

蕗
で
御
二
讃
後
の
世
を
一
候
へ
と
㌔
レ
」
は
　
　
　
　
　
（
②
二
四
ウ
l
）

・
伊
藤
九
郎
「
モ
ー
兄
の
形
見
と
て
晦
ン
。
」
安
付
二
乳
母
一
養
其
名
呼
二
御
房

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
を
　
　
け
り
　
　
　
を
は
　
に
け
る

橋

　

村

　

勝

　

明

と

「

ソ

」

l

1
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．

F

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

　

に

－

ナ

り

殿
一
是
経
二
日
堅
程
に
忌
「
ミ
」
は
八
十
日
産
成
二
三
十
五
日
一

（
②
一
〇
オ
8
）

・
詠
人
の
竿
も
京
は
堅
炭
な
。
彗
乍
レ
欺
過
行
程
藍
1
年
隼
ソ
」
一
一

（
⑧
一
七
オ
2
）
　
1

そ
の
用
法
に
つ
い
て
も
接
続
詞
、
或
い
は
副
詞
の
「
カ
ク
テ
」
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
存
す
る
一
方
で
、
室

町
時
代
の
辞
書
に
は
「
是
」
字
と
「
カ
タ
テ
」
と
の
関
係
を
見
出
す
こ
と
が
出

（3】

来
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
室
町
時
代
を
通
じ
て
、
「
是
」
字
と
「
カ
ク
テ
」

と
の
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
て
い
る
辞
書
に
よ
っ
て
も
同
様
見
出
せ
な

い
こ
と
か
ら
、
伝
統
的
な
訓
で
あ
る
と
も
考
え
に
く
い
。
観
智
院
本
r
類
釆
名

義
抄
」
に
よ
る
と
「
是
」
訓
に
字
に
「
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
」
は
存
す
る
も
の
の
、

「
カ
ク
テ
」
の
訓
は
記
載
さ
れ
て
い
な
㌣



観
智
院
本
類
果
名
義
抄

ム

氏

コ

壬

レ

壬

コ

至

、

三

二

カ
、
ル
コ
ト
ヨ
（
翌
シ
（
主

コ
ト
ハ
亨
ル
王
　
ス
ナ
ハ
チ
ナ
ホ
シ

キ

カ
壬
ク
亭
）
ノ
（
平
）
コ
工
き
ト
（
半
）
ク
亨
タ
ツ
（
音
じ

（
仏
中
九
五
3
）

1
、
「
是
」
字
の
訓
に
つ
い
て

真
名
本
に
於
け
る
「
是
」
字
の
全
用
例
数
と
、
「
カ
ク
ー
こ
と
訓
読
す
る
と

み
ら
れ
る
用
例
数
は
、
表
l
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
態

表
1

是
　
コ
レ
　
和
七
草
濁
二
仏
中
一
〇
六
1
）

前
田
本
「
色
葉
字
類
抄
』
　
に
お
い
て
も
右
と
同
様
「
是
」
字
に
関
す
る
記
述

と
し
て
「
於
是
」
「
是
（
コ
ト
ハ
ル
）
」
「
是
コ
レ
」
「
是
（
コ
コ
こ
）
」
「
是
非
」

と
し
て
掲
げ
る
の
み
で
、
前
述
の
よ
う
な
カ
ク
テ
を
示
す
記
述
は
み
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
自
河
本
『
字
鏡
集
」
　
に
お
い
て
も
同
様
、
「
カ
カ
ル
コ
ト
、
カ
ク

ノ
コ
ト
シ
、
ス
ナ
ハ
チ
、
ト
ス
、
コ
レ
、
ヨ
シ
、
コ
コ
こ
、
コ
ト
ハ
ル
、
ナ
ヲ

シ
、
ヲ
ホ
ム
ネ
」
　
の
各
訓
を
有
す
る
が
、
「
カ
ク
テ
」
は
見
え
な
い
。

そ
こ
で
、
妙
本
寺
本
『
曽
我
物
語
」
を
中
心
に
、
中
世
真
名
本
に
於
け
る

「
是
」
字
の
使
用
の
実
態
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
考
察
の
視
点
と

し
て
は
、
真
名
本
を
中
心
と
し
て
　
「
是
」
字
に
関
わ
る
訓
読
と
用
法
と
、
「
カ

ク
テ
」
に
関
わ
る
そ
の
漢
字
表
記
と
用
法
と
の
、
二
つ
の
視
点
よ
り
検
討
す
態

二
、
中
世
に
於
け
る
「
是
」
字
の
使
用
状
況
に
つ
い
て

ま
ず
、
抄
本
寺
本
『
曽
我
物
語
』
　
で
見
ら
れ
た
「
是
」
字
の
訓
と
用
法
と
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

方 大 平 濾 匹l 神 昌白
目
資

丈 塔 松
家
軍 部
ノL
道 我 科

是
字

記 物 本 闘 戟 集 物

号五
P□ 平
家
物

音五
和

詳
録
状
本

平
家
物
音五
日口
7

亨五
P口

3 14 336 38 304 271 390 全
用
例
数

0 0 0 0 ；－＿＿＿亘＿こ；二・19 ニ・・39‾． カ
ク
テ
訓

右
の
表
か
ら
、
「
是
」
字
を
カ
ク
テ
と
訓
ず
る
資
料
は
、
r
曽
我
物
語
」
・

「
神
道
集
」
・
四
部
合
戦
状
本
r
平
家
物
語
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

カ
ク
テ
の
用
例
が
存
し
な
い
資
料
r
源
平
閑
静
録
」
　
に
つ
い
て
は
、
「
是
」

字
は
全
3
8
例
存
す
る
が
、
そ
の
何
れ
も
が
付
訓
の
存
し
な
い
用
例
か
あ
る
い

は
ヲ
コ
ト
点
「
の
」
を
付
し
て
「
カ
ク
ノ
」
　
「
コ
ノ
」
と
訓
託
す
る
用
例
で
、

用
字
法
と
し
て
も
接
続
詞
、
或
い
は
副
詞
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
平
松
家
本
「
平
家
物
語
」
　
で
は
、
「
是
」
字
は
　
「
コ
レ
」
　
「
コ
ノ
」



丁
ヱ

の
コ
系
譜
と
し
て
の
用
法
が
主
で
、
他
に
「
如
是
」
が
1
例
、
繋
辞
の
用
例

が
5
例
存
す
る
。
本
資
料
に
お
い
て
、
カ
ク
系
の
接
続
詞
と
し
て
は
「
此
」
を

使
用
し
、
「
是
」
字
を
「
コ
レ
」
「
コ
ノ
」
と
し
て
使
用
す
る
と
い
う
使
い
分

け
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
用
例
に
付
さ
れ
た
訓
か
ら
確
認
で

き
る
。・

三
軋
れ
ハ
我
乳
鳥
一
翼
朝
夕
咄
札
軋
我
桁
三
軋
れ
馬
輿
。
ア
其
私
軋

シ
ケ
レ
ハ

落
　
　
（
九
、
三
八
ウ
7
）

カ

・

シ

一

　

　

　

　

　

　

　

ク

シ

カ

ト

モ

　

　

タ

ソ

ト

　

　

ク

こ
の
他
に
も
「
此
有
程
」
が
一
例
、
「
此
有
　
」
「
此
有
」
「
此
有
」
が
各

一
例
存
す
る
。
「
此
」
字
に
対
し
て
無
訓
で
あ
る
が
、
先
の
用
例
か
ら
「
カ
ク
」

シ

　

l

系
の
接
続
語
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
用
例
と
し
て
二
此
有
程
」
「
此
札
」

「
此
有
事
」
が
各
一
例
存
す
る
。

但
し
、
一
例
で
あ
る
が
「
此
」
字
に
「
テ
」
を
付
し
た
用
例
が
見
ら
れ
る
。

・
長
靴
鐘
之
詫
ハ
醒
「
互
死
之
眠
嘉
鞄
可
憲
要
軋
就
マ
碗
パ
被
裏
心
夜
モ

ヌ

レ

ハ

既
二
明
　
（
十
、
二
七
オ
6
）

こ
の
用
例
が
孤
例
で
あ
る
こ
と
、
「
テ
」
の
み
の
付
訓
で
あ
る
こ
と
、
他
に

「
カ
タ
テ
」
の
確
例
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
訓
に
つ
い
て
明
確
な
判

断
は
避
け
た
い
。

以
上
、
右
に
掲
げ
た
平
松
家
本
平
家
物
語
の
用
例
を
除
外
す
る
と
、
表
l
に

掲
げ
た
資
料
で
、
「
此
」
字
を
カ
ク
系
の
語
と
し
て
訓
読
し
て
い
る
、
あ
る
い

は
漢
字
を
用
い
た
確
例
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
資
料
に
よ

っ
て
「
此
」
字
を
カ
ク
系
の
語
と
訓
ず
る
も
の
と
、
「
是
」
字
を
カ
ク
系
の
語

と
訓
ず
る
も
の
、
と
い
う
具
合
に
資
料
を
分
類
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
少

な
く
と
も
「
是
」
字
を
「
カ
ク
テ
」
と
訓
ず
る
資
料
と
そ
う
で
な
い
資
料
と
に

分
類
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
真
名
本
に
於
け
る
「
是
」
字
の
訓
読
法
を
確
認
し
た
。
そ

し
て
、
「
是
」
字
を
「
カ
ク
テ
」
と
訓
ず
る
と
い
う
事
象
が
、
古
辞
書
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
訓
の
実
態
と
は
異
な
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
　
　
一

辞
書
を
同
時
代
に
お
け
る
言
葉
の
「
規
範
」
と
捉
え
れ
ば
、
真
名
本
に
お
け
　
3

る
「
是
」
字
の
訓
読
法
は
「
規
範
」
的
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
古

辞
書
の
「
規
範
」
の
枠
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
な
資
料
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て

い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
よ
り
実
態

に
即
し
た
形
で
真
名
本
の
資
料
的
性
格
に
つ
い
て
検
討
す
る
べ
く
、
他
種
の
資

料
と
比
較
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
名
本
の
訓
読
と
用
字
法
と
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

比
較
の
対
象
と
し
て
は
、
往
来
物
を
取
り
上
げ
る
。
共
時
態
と
し
て
検
討
す

る
為
に
は
、
漢
字
文
・
漢
字
仮
名
交
り
文
等
あ
ら
ゆ
る
文
献
に
目
を
配
る
必
要

が
あ
る
が
、
ま
ず
は
表
記
形
態
を
同
じ
く
す
る
資
料
群
で
あ
る
往
来
物
を
比
較

対
象
と
す
る
。



往
来
物
資
料
と
し
て
は
、
r
東
山
往
来
L
 
r
山
密
往
来
」
「
雑
草
往
来
】
「
十
二

月
消
息
』
『
鎌
倉
往
来
』
「
会
席
往
来
h
 
r
蒙
求
皆
鷹
往
来
」
r
貴
理
師
端
往
来
L

（9）

を
調
査
対
象
と
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
は
麦
2
に
記
す
と
お
り
で
あ
る
。

表
2

貴 豪 会 鎌 十 輩 山 東
資

理 求 席 左 筐 山 料

是

字

師 腎 往 月 往 往
端
往
来

鷹
往
来

来 来 翌 来 来 来

8 15 3 0 5 1 11 78
仝
用
例
数

0 0 0 0 0 0 0 0
カ
ク
テ
訓

（12）

巻
第
二
に
つ
い
て
、
「
是
」
字
を
検
索
し
そ
の
用
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ

の
結
果
、
名
詞
と
し
て
の
用
法
（
コ
レ
）
と
熟
字
「
是
非
」
と
が
存
す
る
の
み

で
、
r
曽
我
物
語
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
接
続
詞
・
副
詞
と
し
て
の
用
法
は
存

し
な
か
っ
た
。

吾 乾 明 嚢
科

用

法

妾 国 徳
鑑 遺
文
記

42 36 57
名

詞

1 8 9

熟
字

是
竺

43 44 66 計

表
よ
り
、
「
是
」
字
の
使
用
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
「
カ
ク
テ
」
と
し
て

の
用
法
は
認
め
ら
れ
な
い
。
真
名
本
に
於
け
る
「
カ
ク
テ
」
の
使
用
は
中
世
の

変
体
漢
文
（
往
来
物
）
　
の
そ
れ
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

2
、
「
是
」
字
の
用
法
に
つ
い
て

へ

柑

）

　

　

　

　

（

－

－

）

こ
れ
ら
の
資
料
の
他
、
「
明
徳
記
二
面
国
遺
文
」
寛
永
三
年
版
r
吾
妻
鑑
」

以
上
、
検
索
し
た
範
囲
に
於
い
て
は
「
是
」
字
を
「
カ
ク
テ
」
と
訓
読
す
る

用
例
、
或
い
は
「
是
」
字
を
「
カ
ク
ー
こ
の
意
で
接
続
詞
・
副
詞
と
し
て
使
用

113）

す
る
用
例
は
、
極
限
ら
れ
た
資
料
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
真

名
本
に
「
カ
ク
テ
」
訓
が
見
ら
れ
る
資
料
の
成
立
に
関
し
て
は
、
従
来
そ
の
内

部
徴
証
に
よ
っ
て
、
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
是
」
字
の
用
法
に
つ
い
て
、
比
較
の
資
料
の
一
つ
に
r
乾
国
遺
文
」
を
使

用
し
た
。
こ
れ
は
、
真
名
本
の
多
く
と
時
代
を
同
じ
く
す
る
こ
と
の
ほ
か
、

「
曽
我
物
語
L
 
r
神
道
集
」
四
部
合
戦
状
本
r
平
家
物
語
」
　
の
成
立
に
共
通
し

て
指
摘
さ
れ
る
、
東
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

東
国
に
於
け
る
漢
字
文
（
書
状
）
　
の
表
記
に
先
に
真
名
本
に
お
い
て
指
摘
し
た

よ
う
な
事
象
が
共
通
し
て
見
出
せ
れ
ば
、
資
料
的
な
性
格
の
差
を
捨
象
し
た
、



地
域
的
な
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
「
戦
国
遺
文
」
　
に
収
め
ら
れ
て
い
る

文
書
は
、
北
條
氏
関
係
の
も
の
で
、
地
域
的
に
は
近
し
い
）
。
し
か
し
、
既
に

調
べ
た
よ
う
に
r
戦
国
遺
文
」
　
の
「
是
」
字
に
は
接
続
詞
・
副
詞
の
用
法
が
存

し
な
い
。

右
の
こ
と
か
ら
、
「
曽
我
物
語
」
・
「
神
道
集
」
・
四
部
合
戦
状
本
「
平
家

物
語
」
の
「
是
」
が
「
カ
ク
テ
」
と
訓
読
さ
れ
る
背
景
と
し
て
は
、
ま
ず
は
真

名
本
で
あ
る
と
い
う
貴
料
的
性
格
の
問
題
、
東
国
成
立
で
あ
る
と
い
う
地
域
的

な
問
題
、
そ
し
て
真
名
本
r
曽
我
物
語
」
　
の
多
く
が
日
蓮
宗
の
一
派
に
伝
え
ら

れ
た
こ
と
な
ど
を
考
慮
に
い
れ
、
よ
り
微
細
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
「
カ
ク
テ
」
の
表
記
と
用
法
と
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
「
是
」
字
に
つ
い
て
、
そ
の
訓
読
と
用
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

た
。
次
に
訓
読
語
で
あ
る
「
カ
ク
三
に
つ
い
て
、
そ
の
表
記
と
用
法
と
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

此 此 カ 表
記

巻テ テ テ

8
1

3

1

5
3
4

2
8
4
3
5

2
2

1

1
2

3
4

5
6
7
9
10
1 1
12
13
14
15
16

7 3
17
193 1 2 0

1 4 2 2
2 3

1

1

6
4
18
8
3

8
6
6

2 4
2 5
2 6
2 7

2 8
2 9
3 0
3 1

22 75 2 7 計

1
、
「
カ
タ
テ
」
の
表
記
に
つ
い
て

「
カ
ク
テ
」
と
「
是
」
字
と
の
関
係
が
容
易
に
見
出
し
得
な
い
こ
と
に
つ
い

て
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
他
資
料
で

「
カ
ク
テ
」
　
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
漢
字
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

時
代
的
に
遡
る
こ
と
に
な
る
が
、
r
今
昔
物
語
集
」
で
「
カ
ク
テ
」
を
検
索

し
た
と
こ
ろ
、
各
巻
と
表
記
と
の
関
係
は
表
4
に
記
す
如
く
に
な
る
。

麦
よ
り
、
巻
十
ま
で
の
天
竺
震
旦
部
は
仮
名
表
記
を
主
に
使
用
し
、
そ
れ
以

降
の
本
朝
仏
法
部
は
「
此
テ
」
「
此
ク
テ
」
　
の
漢
字
表
記
を
主
に
使
用
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
。
r
今
昔
物
語
集
」
で
は
、
仮
名
表
記
「
カ
ク
テ
」
或
い
は

（H〉

漢
字
表
記
「
此
テ
」
が
使
用
さ
れ
る
。

「
打
開
集
」
で
は
そ
の
用
例
全
て
仮
名
表
記
で
、
延
塵
本
r
平
家
物
語
」
に
　
5

お
い
て
も
同
様
仮
名
表
記
「
カ
タ
三
の
用
例
が
鑓
例
、
漢
字
表
記
が
「
角
テ
」
－

の
み
2
例
で
あ
っ
て
、
「
此
」
字
と
の
関
係
を
見
出
せ
な
い
。

r
三
教
指
帰
注
集
」
で
は
仮
名
表
記
の
「
カ
ク
」
一
例
、
「
如
是
」
が
8
例
、

r
法
華
首
座
開
音
抄
」
で
は
「
カ
タ
」
1
2
例
、
「
ヨ
ク
」
（
誤
記
カ
）
1
例
、
「
如

此
」
1
例
、
「
カ
タ
テ
」
3
例
で
漢
字
表
記
は
存
し
な
い
。
前
田
本
「
三
宝
絵

詞
」
で
は
「
如
是
」
4
例
、
「
如
此
」
3
例
、
「
加
久
」
5
例
、
「
カ
ク
」
仮
名

表
記
6
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
を
も
視
野
に
入
れ
て
考
え
る
と
、
「
此
」

字
と
「
カ
ク
」
と
は
　
r
今
昔
物
語
集
』
で
は
非
常
に
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
て

も
、
「
カ
ク
テ
」
の
語
に
「
此
」
字
を
宛
て
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
現
段

階
に
於
い
て
は
r
今
昔
物
語
集
」
を
更
に
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。



「
此
」
字
は
、
r
色
葉
字
類
抄
」
　
に
お
い
て
は
「
ナ
ン
チ
」
　
「
オ
ソ
ロ
シ
」

「
イ
ナ
」
「
コ
レ
」
「
コ
コ
こ
」
の
各
語
に
相
当
す
る
漢
字
と
し
て
掲
出
さ
れ
る

の
み
で
、
接
続
詞
・
副
詞
と
し
て
の
カ
ク
系
語
と
結
び
つ
い
た
用
例
は
「
カ
タ

ノ
コ
ト
ク
」
以
外
に
は
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
観
智
院
本
『
類
棄
名
義
抄
」
に

お
い
て
も
、
次
に
記
す
如
く
見
ら
れ
な
い
。

葡
）

見
ら
れ
る
。

カ
’
テ

合
類
節
用
集
　
　
斯
　
又
右
同

シ

書
字
考
節
用
集
在
此
間
且
‰
訂

カ

タ

テ

（
巻
人
中
⑨
4
・
5
）

（
第
九
冊
言
辞
八
上
7
2
・
3
）

此

雌
氏
反
コ
　
レ

（
上
）
　
　
（
上
）

ナ
ム
チ
　
ソ
シ
ル
イ
　
ナ

車
）
　
　
（
上
－

（
法
上
九
九
・
六
）

此

今
此
宇

和
シ
喜

雌
氏
反
　
　
コ
　
、
　
二

′
平
Y
　
　
（
上
）
　
　
（
上
）

コ

　

　

レ

（
上
Y
 
A
上
－

（
憎
下
六
九
・
八
）

「
此
」
字
に
カ
ク
系
語
が
「
如
此
」
の
み
で
あ
る
こ
と
は
、
「
是
」
字
の
場

合
と
同
様
で
あ
る
。
以
上
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
は
概
略
こ

こ
に
述
べ
た
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
変
体
漢
文
に
つ
い
て
は
仮
名

交
じ
り
文
同
様
カ
ク
系
譜
の
用
例
を
「
如
是
」
以
外
に
確
認
す
る
こ
と
が
出
来

（15）

な
か
っ
た
。

室
町
時
代
の
辞
書
に
「
カ
ク
テ
」
訓
が
存
し
な
い
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
と

お
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
時
代
を
降
っ
て
江
戸
時
代
成
立
の
「
合
類
節
用
集
」

（
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
成
立
）
、
r
苦
言
字
考
節
用
集
」
　
（
元
禄
十
一
年

二
六
九
八
）
成
立
、
初
刊
行
享
保
二
年
以
前
）
に
は
各
々
次
の
如
き
記
述
が

江
戸
時
代
初
期
に
於
い
て
も
、
「
是
」
字
と
カ
ク
テ
と
の
関
係
を
見
出
せ
な

い
ば
か
り
か
、
両
書
か
ら
「
斯
」
字
を
宛
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。
「
斯
」
字
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
十
分
な
検
討
を
経
て
い
な
い
。
江
戸
時
代
の
記
述

に
至
る
ま
で
の
経
緯
、
「
是
」
字
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
課
題
と
し
た
い
。

2
、
「
カ
ク
ー
こ
訓
を
有
す
る
「
是
」
字
の
用
法
に
つ
い
て

「
是
」
字
の
「
カ
ク
テ
」
が
真
名
本
の
限
ら
れ
た
資
料
に
見
ら
れ
る
こ
と
は

既
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
そ
れ
ら
の
蓑
料
に
見
ら
れ
る

「
カ
ク
テ
」
が
語
の
用
法
上
他
の
資
料
と
比
較
し
た
場
合
、
差
異
が
認
め
ら
れ

る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
方
法
と
し
て
は
、
「
カ
ク
テ
」
訓
を
有
す
る

「
是
」
字
に
つ
い
て
、
そ
の
用
法
を
接
続
詞
と
副
詞
と
に
分
か
ち
、
他
の
真
名

本
と
比
較
す
る
。
ま
た
、
漢
字
仮
名
交
り
文
で
あ
る
室
町
時
代
成
立
の
r
太
平

′
け
V

記
」
　
の
用
法
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
共
時
態
と
し
て
の
語
の
使
用
状
況

と
の
比
較
の
手
掛
か
り
と
す
る
。
各
資
料
の
「
カ
ク
テ
」
を
そ
の
用
法
に
よ
り

分
類
し
た
も
の
が
、
次
の
表
で
あ
る
。



麦
5

太 四 神 lYI
京空 きち

ム
遺 i豆

記 輯
状
本

夏

物
テ丘
PH

蝮 抱
き丘PU

科

用

法

5 1 7 1 1 3 3
接

続
詞

7 2 8 6
副

詞

58 9 19 39 計

表
5
か
ら
、
一
カ
ク
テ
」
が
r
曽
我
物
語
」
・
「
神
道
集
」
・
四
部
合
戦
状

本
r
平
家
物
語
」
の
三
資
料
に
お
い
て
接
続
詞
・
副
詞
の
何
れ
か
に
偏
っ
て
使

用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
「
太
平
記
」
同
様
接
続
詞
或
い
は
副

詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

四
、
お
わ
り
に

以
上
の
検
討
よ
り
、
次
の
諸
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

一
、
真
名
本
に
お
い
て
「
是
」
字
を
カ
ク
テ
と
訓
読
す
る
こ
と
は
、
古
辞
書

に
依
る
限
り
、
時
代
を
遡
っ
て
も
見
ら
れ
る
事
象
で
は
な
く
、
真
名
本

に
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
訓
読
で
あ
る
。

二
、
そ
の
よ
う
な
訓
読
は
、
用
字
の
段
階
に
於
い
て
接
続
詞
或
い
は
副
詞
と

な
る
用
字
法
が
存
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
一
部
の
真
名
本
に
お

い
て
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

（柑）

「
カ
ク
テ
」
が
和
文
語
で
あ
る
こ
と
は
先
学
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
、

和
文
を
中
心
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
語
が
、
仮
名
本
か
ら
真
名
本
へ
と
表
記

形
態
を
移
行
さ
せ
る
際
、
必
ず
漢
字
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
、

あ
る
種
の
真
名
本
に
於
い
て
「
是
」
字
を
選
択
し
た
と
い
う
事
実
が
ま
ず
指
摘

で
き
よ
う
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
「
是
」
字
を
使
用
し
た
資
料
が
先
行
研
究
に
よ
っ
て
成
立

上
関
係
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
先
に
も
指

摘
し
た
様
に
、
東
国
成
立
で
あ
る
と
い
う
地
域
的
な
問
題
、
真
名
本
「
曽
我
物

語
J
が
日
蓮
宗
の
一
派
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
学
問
環
境
の
問
題

が
背
景
に
存
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
問
題
は
、
真
名

本
「
曽
我
物
語
」
が
伝
え
ら
れ
た
日
蓮
宗
の
寺
（
妙
本
寺
・
本
門
寺
、
真
名
を

仮
名
に
改
め
た
本
は
大
石
寺
に
伝
わ
る
）
が
全
て
東
国
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す

れ
ば
、
右
の
地
域
的
な
問
題
と
学
問
環
境
の
問
題
と
は
互
い
に
関
連
性
を
有
し

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
是
」
「
此
」
の
何
れ
か
を
使
用
す
る
、
あ
る
い
は
何
れ
か
の
専
用
で
あ
る

と
い
う
視
点
か
ら
の
資
料
の
分
類
が
有
効
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
今

後
の
異
名
本
研
究
の
上
で
資
料
を
分
類
す
る
一
指
標
と
し
て
認
め
て
よ
い
と
考

句
）

え
る
の
で
あ
る
。

主
（
1
）
真
名
本
の
成
立
過
程
に
は
、
先
行
形
態
と
し
て
仮
名
本
が
想
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

厳
密
な
意
味
で
「
訓
」
或
い
は
「
訓
読
」
と
称
す
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
が
残
る
の



で
あ
る
が
、
訓
点
の
性
格
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
現
時
点
と
し
て
は
、
そ
の
表

記
形
態
か
ら
「
訓
読
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
2
）
「
て
」
の
み
の
付
訓
の
襲
ロ
、
観
智
院
本
「
頬
宋
名
義
抄
」
に
見
え
る
如
く
「
カ
タ
テ
」

「
カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
シ
テ
」
の
二
語
が
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
「
カ
ク
ノ
ゴ
ト

ク
シ
テ
」
の
確
例
が
存
せ
ず
、
「
カ
ク
テ
」
の
部
分
付
訓
例
を
も
っ
て
「
カ
ク
テ
」
の

確
例
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
消
極
的
な
根
拠
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
「
カ
ク

テ
」
と
考
え
る
。

（
3
）
検
索
に
用
い
た
資
料
を
以
下
に
記
す
。
拉
壌
集
・
頓
要
集
・
温
故
知
新
番
・
運
歩
色

発
生
（
以
上
r
中
世
古
辞
書
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
」
中
田
祝
夫
・
根
上
剛
士

著
、
風
間
彗
頃
昭
和
四
六
・
七
二
五
）
、
下
学
集
（
東
京
教
育
大
本
・
毒
杯
本
・

文
明
本
・
前
田
本
・
文
明
十
一
年
本
・
榊
原
本
・
亀
嵩
本
）
以
上
r
古
本
下
学
負
七

梯
研
究
並
び
に
総
合
索
引
」
中
田
祝
夫
・
林
義
雄
著
、
風
間
彗
房
、
昭
和
四
六
・

一
二
一
一
〇
）
、
節
用
集
（
r
古
本
節
用
集
六
桂
研
究
並
び
に
総
合
索
引
」
　
（
中
田
祝
夫
著
、

風
間
書
房
、
昭
和
六
三
・
四
二
五
）
、
改
訂
新
版
r
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索

引
」
　
（
中
田
祝
大
著
、
勉
誠
杜
、
昭
和
五
四
・
九
二
一
一
〇
）
）

（
4
）
次
に
掲
げ
る
点
本
に
つ
い
て
も
「
是
」
字
の
訓
を
確
認
し
た
が
、
副
詞
「
カ
ク
テ
」

訓
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

［
仏
典
］
正
倉
院
歳
地
蔵
十
輪
経
巻
五
・
七
元
慶
点
（
中
田
祝
大
福
、
勉
誠
社
、
昭

和
五
五
二
一
二
一
〇
）
、
無
意
炎
経
古
点
（
中
田
祝
夫
編
、
勉
誠
社
、
昭
和
五
四
・

四
二
五
）
、
石
山
寺
蔵
仏
説
太
子
須
陀
密
栓
（
r
訓
点
語
と
訓
点
資
料
】
七
十

一
・
七
十
二
輯
合
併
号
、
昭
和
五
九
・
五
）

［
漢
籍
】
高
山
寺
本
論
語
（
高
山
寺
典
籍
文
詐
結
合
調
査
団
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、

昭
和
五
五
二
「
二
八
）

【
変
体
漢
文
］
高
山
寺
本
古
往
来
（
高
山
寺
典
籍
文
書
結
合
調
査
団
編
、
東
京
大
学

出
版
会
）
、
南
無
阿
弥
陀
仏
作
者
塊
（
r
訓
点
語
と
訓
点
資
料
】
第
三
八
輯
）
共
福

寺
本
将
門
記
（
勉
誠
杜
文
庫
1
3
1
、
中
田
祝
夫
解
説
、
勉
誠
杜
、
昭
和
六
〇
二
ハ
・

二
五
）
、
其
福
寺
戒
尾
張
団
解
文
正
中
二
年
占
二
r
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
八
六

輔
、
西
村
浩
子
「
真
福
寺
蔵
尾
張
国
解
文
正
中
二
年
訓
点
索
引
」
）
、
和
泉
往
来

（
「
和
泉
往
来
　
高
野
山
西
南
院
蔵
」
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
、
佐
竹
昭
広

宙
、
臨
川
書
店
、
昭
和
五
六
二
二
二
五
）
、
雲
州
往
来
（
「
雲
州
往
来
享
禄
本

研
究
と
総
索
引
」
三
保
忠
夫
・
三
保
サ
ト
子
編
、
和
泉
舞
院
、
昭
五
七
二
二
二

二
、
天
理
回
虫
‖
館
蔵
日
本
往
生
梼
楽
記
（
天
理
善
本
立
番
所
収
天
理
図
永
日
鈍
本
に

よ
る
。
検
索
に
は
宇
都
宮
啓
吾
「
天
理
大
学
附
属
天
理
阿
智
鈍
蔵
百
本
往
生
極

楽
記
し
漢
字
索
引
稿
」
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
し
第
十
六
軸
、
武
蔵
野
譜
院
、
平
成

五
・
五
二
二
〇
）
を
利
用
）

（
5
）
以
下
、
漢
字
の
用
い
ら
れ
方
を
「
用
字
」
、
仮
名
に
対
す
る
漢
字
の
宛
て
方
を
「
表
記
」

と
す
る
。

（
6
）
検
索
嚢
料
は
、
以
下
の
通
り
。
r
真
名
本
曽
我
物
語
二
山
岸
徳
乎
・
中
田
況
夫
解
説
、

勉
誠
杜
、
昭
四
九
二
〇
二
一
〇
）
、
r
神
道
大
系
　
文
学
精
一
神
道
集
」
　
（
神
速
大

系
福
幕
会
霜
、
昭
和
六
三
二
一
二
五
）
、
r
四
部
合
戟
状
本
平
家
物
語
」
（
慶
箕
塾

大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
、
汲
古
書
院
、
昭
和
四
一
二
二
二
五
）
、
「
源
平
閉

評
録
と
研
究
」
（
山
下
宏
明
編
、
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
昭
和
二
六
二
二
二
）
、

r
平
松
家
本
平
家
物
語
」
（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
内
文
学
研
究
室
編
、
清
文
堂
、

昭
和
六
三
・
五
二
〇
）
、
「
英
字
本
方
丈
記
　
影
印
∴
桂
釈
・
研
究
」
（
島
津
忠
夫
監

修
、
m
賀
元
子
・
田
野
村
千
寿
子
著
、
和
泉
詐
院
、
平
成
七
二
〇
二
6
）
、
r
大

塔
物
語
」
　
（
競
群
香
類
従
二
一
揖
下
）

（
7
）
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
の
用
例
敦
は
、
調
査
に
使
用
し
た
影
印
の
印
刷
の
具
合
が

悉
く
、
朱
点
が
写
っ
て
い
な
い
筒
所
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
回
は
用
例
数
を
仮
名

点
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
敦
を
計
上
し
た
。
従
っ
て
、
よ
り
細
密
な
調
査
に
よ
っ
て

は
「
カ
ク
テ
」
の
用
例
数
が
増
え
る
こ
と
も
あ
る
。

（
8
）
仏
教
漢
文
で
は
、
「
是
」
字
の
別
法
を
、

1
抽
象
度
の
高
い
内
容
を
指
示
す
る
代
名
詞
（
例
「
如
是
」
）



2
近
柘
の
指
ホ
代
名
詞
（
岡
「
是
人
」
）

3
㌘
㌫
（
田
「
空
即
是
色
」
）

の
三
技
に
分
慧
で
き
る
（
金
岡
照
光
r
仏
教
漢
文
の
読
み
方
」
（
春
秋
社
、
昭
和
五

三
二
〇
二
二
〇
）
九
六
、
一
九
七
至
。
ま
た
、
蕎
籍
に
お
い
て
も
、
「
是
」
字
の

用
法
を
、
「
主
語
・
客
語
・
介
詞
句
・
楼
餌
間
孫
の
句
等
に
用
い
ら
れ
る
」
と
し
て
、

左
の
如
く
分
慧
で
き
る
（
牛
島
焙
次
著
r
漢
語
文
法
論
」
大
修
館
書
店
、
昭
和
四

六
二
〇
二
一
〇
、
一
六
九
百
〇
。
用
例
は
本
番
よ
り
引
用
）
。

主
語
　
　
　
是
投
超
共
時
主
簿
也
（
こ
れ
は
、
わ
た
し
が
兵
を
挙
げ
た
と
き
の

主
簿
な
の
だ
）

客
語
　
　
　
…
日
‥
部
会
！
天
等
有
目
元
邪
7
－
日
　
（
ぷ
公
！
世
の
中
に
こ
ん
な
こ
と
っ

て
あ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
）

介
詞
句
　
　
笹
下
不
以
是
為
壬
、
而
常
作
宮
室
（
陛
下
は
こ
う
い
う
こ
と
を
御

心
配
な
さ
ら
す
に
、
宮
殿
を
建
設
な
さ
り
、
）

傍
餌
関
係
　
　
是
兄
・
是
言
・
是
臼

（
9
二
東
山
往
来
L
 
r
鎌
倉
往
迷
二
会
席
往
来
L
 
r
栗
理
師
瑞
往
来
」
は
r
日
本
教
科
書
大

系
往
来
砧
第
一
巻
　
古
往
来
こ
（
石
川
謙
扇
、
講
談
社
、
昭
和
四
三
二
「
二
二
、

r
山
密
往
来
L
 
r
推
簿
往
来
二
十
二
月
消
息
〓
要
求
皆
鷹
往
来
」
に
つ
い
て
は
r
日

本
教
科
譜
大
系
往
来
編
第
二
巻
　
古
往
来
二
二
を
参
照
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
成

立
年
代
・
再
写
年
代
は
、
r
東
山
往
来
」
の
鎌
倉
時
代
成
立
・
室
町
時
代
写
、
r
推
筆

往
来
」
の
成
立
未
詳
・
鎌
倉
末
写
か
ら
、
r
究
理
師
端
往
来
」
の
永
福
十
二
二
年
頃

成
立
（
r
教
科
普
大
系
」
解
説
）
ま
で
と
、
時
間
的
な
桐
た
り
が
存
す
る
が
、
異
名
本

の
成
立
年
代
に
疑
問
の
余
地
が
存
す
る
現
状
に
あ
っ
て
は
、
検
討
の
対
貴
料
を
比

較
的
広
く
設
定
し
た
い
。

（
D
）
成
立
は
、
「
初
稿
本
が
明
哲
二
年
（
】
u
量
五
月
以
降
間
も
な
い
頃
」
と
さ
れ
る
（
和

田
英
近
r
明
徳
記
校
本
と
基
礎
的
研
究
」
三
〇
九
喜
。

（
‖
）
r
戦
国
遺
文
」
第
一
巻
（
明
応
四
年
〓
た
茹
）
～
永
福
七
年
〇
山
里
）
所
収
文
替
全

八
八
六
通
を
検
索
対
象
と
す
る
。

（
1
2
）
腫
岸
明
・
横
浜
国
大
束
鑑
之
全
編
、
笠
間
番
院
、
昭
和
五
十
四
二
二
二
一
〇

（
1
3
）
時
代
的
に
遡
っ
て
、
r
御
堂
関
白
皐
巴
に
つ
い
て
検
討
す
れ
ば
、
「
是
」
字
は
捕
例
存
し
、

内
6
例
が
人
名
の
用
例
で
あ
る
。
残
り
の
用
例
は
、
全
て
「
こ
れ
」
或
い
は
指
示
代

名
詞
で
あ
る
「
か
く
」
と
し
て
の
用
例
で
あ
り
、
接
続
詞
・
副
詞
と
し
て
の
用
法
は

認
め
ら
れ
な
い
。
又
、
正
格
漢
文
に
於
い
て
「
是
」
字
の
接
続
詞
・
副
詞
と
し
て
の

用
法
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
　
（
注
7
）
。

（
1
4
）
山
口
任
妃
氏
は
、
「
古
代
日
本
文
体
史
論
考
」
今
昔
物
語
集
に
於
い
て
「
カ
ク
の
系
列

（
便
宜
上
、
他
品
詞
に
属
す
る
カ
カ
ル
・
カ
ク
テ
な
ど
を
含
め
て
考
え
る
）
」
の
語
が

「
和
文
特
有
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
「
用
例
の
大
部
分
は
巻
十

二
以
前
に
あ
っ
て
、
そ
れ
以
降
は
滅
多
に
現
れ
な
い
。
こ
れ
は
後
半
で
は
カ
タ
を
用

い
な
く
な
る
と
い
う
の
で
は
無
論
な
く
、
「
此
ク
」
な
ど
と
専
ら
漢
字
表
記
さ
れ
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
此
ク
」
は
天
竺
部
か
ら
既
に
見
え
る
か
ら
、
こ
こ
に

表
記
法
の
動
揺
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
指
摘
す
る
。

ま
た
、
峰
岸
明
氏
は
、
「
カ
ク
テ
」
を
含
む
「
カ
ク
」
情
態
副
詞
を
調
査
し
た
結
果
、

こ
れ
と
同
様
の
結
果
を
導
き
出
し
、
「
今
昔
物
語
集
」
に
使
用
さ
れ
る
漢
字
は
、
「
当

時
の
日
常
常
用
漢
字
群
」
で
あ
る
と
説
く
（
r
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
」

七
四
二
、
七
七
一
頁
）
。

（
1
5
）
調
査
対
象
と
し
た
資
料
は
、
注
4
に
掲
げ
た
内
の
変
体
漢
文
に
つ
い
て
で
あ
る
。

（
1
6
）
そ
れ
ぞ
れ
r
合
類
節
川
典
研
究
並
び
に
索
引
」
（
中
田
祝
夫
・
小
林
祥
次
郎
霜
、
軌
誠

杜
、
昭
和
五
四
・
二
二
一
八
）
、
「
至
言
字
煮
即
用
粂
研
究
並
び
に
総
合
索
引
」
中
田

祝
夫
・
小
林
祥
次
郎
編
、
風
間
彗
珂
昭
和
四
八
二
二
二
三
）
を
参
照
し
た
。

（
け
）
西
端
幸
雄
・
志
浦
由
起
恵
鰯
r
土
井
本
太
平
記
」
勉
誠
杜
、
平
成
九
・
二
二
五

（
1
8
）
梁
島
裕
r
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」
で
は
、
「
一
般
の
点
本
で
は

「
カ
ク
ノ
ブ
ト
ク
」
「
カ
タ
ノ
ゴ
ト
キ
」
を
用
ゐ
る
」
と
し
て
お
り
、
蜂
岸
明
r
平
安

時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
」
で
は
「
和
文
を
基
調
と
す
る
語
」
（
八
〇
八
頁
）
と



す
る
。
ま
た
、
r
古
典
対
照
語
彙
表
し
に
よ
る
と
、
徒
然
（
2
）
大
鏡
（
2
4
）
更
級

（
5
）
源
氏
（
皿
）
枕
（
3
）
輯
蛤
（
6
2
）
後
奴
（
3
）
土
佐
（
7
）
伊
勢
（
4
）
竹

取
（
2
）
万
葉
（
3
）
　
の
各
用
例
数
が
確
認
で
き
る
。

（
1
9
）
岩
波
古
典
文
学
大
辞
典
に
は
「
真
名
本
r
曽
我
物
元
巴
・
「
私
宋
百
因
縁
集
」
・
r
平

家
族
伝
抄
」
・
r
宝
物
集
」
第
二
種
七
巻
本
と
共
通
す
る
章
句
が
多
く
、
四
部
合
戦

状
本
r
平
家
物
語
」
と
は
、
真
名
本
r
曽
我
物
語
」
と
と
も
に
、
特
殊
な
宛
字
が
多

く
共
通
す
る
事
は
、
編
者
を
考
え
る
要
素
と
な
り
う
る
が
、
そ
れ
ら
の
思
想
圏
二
言

語
圏
は
特
定
で
き
な
い
。
」
（
村
上
学
項
目
執
蜂
、
「
神
道
典
」
の
項
）
と
あ
る
。

［
付
記
山
本
稲
を
成
す
に
当
た
り
、
室
山
敏
昭
先
生
、
松
本
光
隆
先
生
に
ご
指
導
を
賜
っ
た
。

こ
こ
に
記
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

－
　
は
し
む
ら
・
か
つ
あ
き
、
福
山
大
学
非
常
勤
講
師
　
－




